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極域熱圏大気変動の中低緯度への影響

極域の観測網がかなり整備されてきた現在、
中緯度での観測が熱圏ダイナミクスにとって
なぜ重要なのか？
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極域観測により(磁気圏から)大気への
エネルギー流入を知ることができる。

しかし、そのエネルギーが何処にどれだけ
分散するのかは不明。

さらに、時々刻々と変動する熱圏大気を
限られた観測点でモニターするだけでは
変動の原因を知ることはできない。



本日の結論

極域へのエネルギー流入を広範囲でモニター
する段階から、そのエネルギーの拡散を観測
するフェイズへと移行する必要がある。

磁気圏からのエネルギーがどのように散逸
するかを知る第一歩としての中緯度レーダー
の重要性を認識する必要がある。



熱圏へのエネルギー入力の時間変化例
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TAD/TIDの伝搬方向とソース領域の関係
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ある観測点では、複数のソースから伝搬してくる変動の重ね
あわせとして熱圏の物理量を観測するかもしれない。



２Dシミュレーション(Fujiwara et al. [1996])
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大気全域GCMで計算された外気圏温度風速変動
太陽活動極小、地磁気静穏 (11月)
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Miyoshi and Fujiwara [2003]では、下層大気起源
の熱圏風の日々変動(day-to-day variation)が
シミュレートされていることから、電離圏でも同様
の変動が予想される。

変動要素の区別のためには、エネルギーソース
領域の同時に、観測点での定常観測が必要。



熱圏モデリングとその検証のためにも・・・・？
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